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1 はじめに

数学ソフトウェアパッケージ $\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{c}[1]$ は, 名古屋大学を中心に開発されてきたもの

で, これには約 1000の数値計算のサブルーチンが含まれている.

NUMPAC はこれまで多くの大学の計算機センターの汎用機上で運用され, 広く利用さ

れてきた. また, NUMPAC にはそれぞれのサブルーチンに対してマニュアル [2] が準備さ
れており, その数は約 210である. このマニュアルにはオンライン版と印刷されたものが

ある. オンライン版に関しては富士通の文書処理システム ODM により記述されている.

これは汎用機用のシステムであり, そのためオンラインマニュアルを閲覧するためには, 汎

用機にアクセスする必要があり, また検索などの整備もされていないため, 利用者が目的の

サブルーチンのマニュアルを探すためには多くの労力を割かねばならなかった.

さらに, 最近の計算機の高速化により, 研究者が使用する計算機環境が汎用機からワー

クステーションやパーソナルコンピュータに移っている. また, ネットワーク環境の急速な

普及により, 現在は多くの人々がネットワークにアクセスが可能な時代を迎えている.

このような状況下において, NUMPAC の利用環境もネットワークによる不特定多数の
人々の利用環境を提供することが必要になってきた.

本研究では, NUMPAC のマニュアルの検索の労力を軽減するために, マニュアルの案

内システムを作成した. これを本論文では $\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{c}[3]$ と呼ぶ. これは, 汎用機上に存

在するオンラインマニュアルを UNIX ワークステーション上に移植し, 文書を HTML に変

換する事により, WWW (World Wide Web) [7].上での参照を可能にしたものである.

それぞれのマニュアルをデータベースシステム $\mathrm{G}\mathrm{A}\mathrm{M}\mathrm{S}[4]$ を参考にした分類を行い, 階層化

した. さらに, 分類やマニュアルページに対しての検索ツールを作成した. また, マニュア

ルに付属しているサンプルプログラムを WWW 上で実行可能にした.
$\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$ は Netscape Navigator や Internet Explorer等のブラウザを使用してア
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クセスする事ができる. これにより, NUMPAC のマニュアルが n-\eta -‘‘にとってより喬単
に閲覧検索できるようになった.

本論文では, $\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$の構築について述べた後, それらの実際の利用方法につい
て述べる.

2 マニュアルの移植

NUMPAC のオンラインマニュアルは富士通の文書処理システム $\mathrm{O}\mathrm{D}\mathrm{M}[5]$ によって記述

されており, それは JEF コード [6] と呼ばれる文字 $\text{コ}-$ ト “を使用している. これを $\tau_{7}$ 一クス

テーションで使用するためには, まず UNIX等で通常使用されている文字コードに変換す
る必要がある. さらに ODM の文書処理命令が含まれたテキストを解析する必要がある.
まず, 文字コードを EUC $\text{コ}-$ ト “に変換した. 次に ODM の文書処理命令から HTML の

タグへの変換を行うプログラムを作成した. ODM の文書処理命令は約 80あり, このうち
レイアウトや図表, 数式などの重要な部分は ODM の処理結果と変わらない出力結果が得
られた. また, フ,ォントなども本文, プログラム等で適切な使い分けがなされるようにして
いる. さらに, 改ページのような HTML に存在しない, あるいはは必要としないいくつか
の文書処理命令に関しては, 改行など必要な処理を特別に行い, 表示に影響が出ないように
している.

HTML 化したマニュアルを図 1に示す.

図 1: HTML 化した NUMPAC のマニュアルの例
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2.1 マニュアルのテストプログラムの実行

NUMPAC のオンラインマニュアルの–部には, 記載されている NUMPAC のサブル一
チンを利用したテストプログラムが付属しているものがあり, これをマニュアルページ上か
ら直接実行が可能になるようにした.

マニュアルページ上に HTML のフォーム機能を利用し, パラメータ入力部分を作成し,
利用者はそれらの入力部分からパラメータを入力し, 実行ボタンを押すことによりテストプ
ログラムの実行をすることができる.

実行の流れは図 2に示す様に, サーバが受け取った情報を $\mathrm{C}\mathrm{G}\mathrm{I}[8]$ プログラムが解析し,
該当するテストプログラム本体の呼出しが行われ, 各パラメータが与えられる. テストプロ
グラムは, パラメータを引数として受け取るように改造され, 予め NUMPAC のライブラ
リを用いてコンパイルされたものを使用する.

図 2: テストプログラムの実行方法

図 3, 4はテストプログラムの実行例である.
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図 3: テストプログラムの実行例 (入力部) 図 4: テストプログラムの実行例 (実行結果)

3 マニュアルの検索

NUMPAC には約 210のマニュアルが存在する. それらの中から目的のものを見つけ出

すためには, 検索システムの充実が不可欠である. 本システムにおいては, マニュアルを

目的別に階層構造で分類することにより目的のマニュアルの探索を容易にする方法と, キー

ワードにより, マニュアルを検索する方法を採用している. 以下でこれらの検索について述

べる.

3.1 分類による検索

$\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$ における分類方式は, GAMS の分類方式に準拠して, 図 5のように階層

構造になっている. それぞれの分類はクラスと呼ばれ, クラスは更に小分類であるサブクラ

スをもっている. それぞれのクラスにその分類に該当するプログラム (ここではモジュール

と呼ぶ) のマニュアルを配置し,
$-$

そのクラスに対応したモジュール名でマニュアルを参照さ

せている. 1つのマニュアルが複数のモジュールを説明している場合があるので, 異なるク

ラスが同 $-$のマニュアルを参照する事になる場合がある.
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レベル $0$ レベル 1 レベル 2

Top

図 5: 木構造の分類の–部

3.2 キーワードによる検索

キーワード検索は, 利用者がキーワードを入力すると, そのキーワードにマッチした対

象が表示される. $\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$では, クラス名, モジュ=’名, 本文, サブルーチン名を

検索の対象としている. キーワードの入力方法として, 入力用フォームを備えたページを用

意して利用者にそこからキーワードの入力を促す. 検索対象 (クラスとモジュールで, デ

フォルトはクラス) を選択し, Search の部分をマウスでクリックする事により検索が行わ
れる.

入力する検索語の文法は初めて使用した人でも簡単にわかるようにしている. 基本的な

方法として, 捜したいキーワードを空白で区切って列挙する事により, それぞれのキーワー

ドのいずれかにマッチした検索対象が抽出される. また, 区切り記号として $>$ を使用した

場合, $>$ の左にあるキーワードにマッチした検索対象が, $>$ の右にあるキーワードの検索

対象となり, 両方にマッチした検索対象が抽出される.
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4 $\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$ の利用方法

実際に利用者が $\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$にアクセスしょうとする場合, インターネットに接続さ

れている計算機と HTML32を解析できるブラウザが必要である. 現在主に利用されている
ブラウザはほとんどこれに対応しているが, -部の古いブラウザ (Mosaic, Chimera, Lynx
等) は表示の–部に乱れが生じる場合がある.

$\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{p}\mathrm{A}\mathrm{c}$の URL は http://cronos.fuis fukui-u $.\mathrm{a}c.\mathrm{j}\mathrm{p}/\mathrm{n}\mathrm{u}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{a}\mathrm{c}/$ である. アクセス

できると, 図 6のような画面が表示される.

図 6: $\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$ホームページ

現在 ‘ このページから使用できるサービスは以下のようになっている。

$\bullet$ 分類別リスト

$\bullet$ 全リスト

$\bullet$ タイトル検索
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$\bullet$ ページ検索

$\bullet$ テストプログラムの実行

これらについての説明を、次節以降で述べる。

4.1 分類別リスト

分類別リストは、各マニュアルページをデータベースシステム GAMS($\mathrm{N}\mathrm{I}\mathrm{s}\mathrm{T}$ ,USA) 参考
にした分類を行い階層化したものである。

このページにアクセスすると、 まず図 7のような大分類 (クラス) が表示される。 ここで、
検索入力のためのフォームが存在する. これは, 現在の分類のみを対象にしたタイトル検索
を実行するためのフォームであり, 機能はタイトル検索のそれと同じである.

図 7: 分類別リスト

これらのクラスの中で、 自分の目的に合致していると思われるものをクリックするとそ

のクラスにおける小分類 (サブクラス) とそのクラスにおいて該当するマニュアルページ (モ

ジュール) が表示される。
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マニュアルページは、-その目的に合致すると思われる最も細かなクラスに分類されてい
るので、 目的のものを探す時は自分の探す分野に合致したサブクラスを順にたどって行くこ
とで、 マニュアルページを見つけることが出来る。また、 マニュアルページが複数の分野に

またがっている場合は、 それぞれのクラスに重複して分類が行われているため、 使用者はそ

のようなマニュアルをいずれの分類においても見つけることが出来る。

4.2 全リスト

全リスト (図 8に表示の–部を示す) は前述した分類とそれに対応する NUMPAC のマニュ
アルページの–覧をまとめたものである。 このページは検索のためではなく、. 使用者が分類

の全体像とその概要を把握する目的で提供している。

図 8: 全リスト

4.3 タイトル検索

タイトル検索は、 目的とする分類もしくはマニュアルページのタイトルを検索対象とす
ることで、 目的のものを探すページである。
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図 9の検索語で示きれている入力フォ $-$ムに検索したい文字列を入力して Search ボタン

をクリックすることにより、検索が行われる (図 10)。この時、初期状態ではクラスを対象

とする検索にチェックが入っており、 この状態ではクラスのみを検索対象としている。 こ

こでモジュールを検索対象に加えるには、モジュールを対象とする検索のチェックボックス

をクリックしてチェックをいれてやればよい。 いずれかを検索対象から外したい場合は、

チェックが入っている状態のチェックボックスをクリックして、チェックを消してやること

により検索対象から外すことが出来る。

日本語および英語での検索が可能となっている。

図 9: 検索語入力 (タイトル検索) 図 10: 検索結果 (タイトル検索)

図 10の検索結果に表示されているクラスやモジュールに対してクリックすることにより、
対象のクラスの分類別リストや、マニュアルページにアクセスすることが出来る。

4.4 ページ検索

ページ検索は、マニュアルページの文章に対して検索を行うもので、 タイトルには出て

来ないようなキーワードや、多くの検索結果を求めたい時、 またプログラム名から検索を行

いたい時などに使用する。

図 11の検索語に対して検索したい文字列を入力し、 Search ボタンをクリックすること

により検索が行われる。 このとき、全てのマニュアルページを検索するのでタイトル検索よ

り時間がかかる。
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このページは, 日本語で検索を行う.

図 11: 検索語入力 (ページ検索)

4.5 検索語の文法

検索語の入力は基本的に検索したい語を空白で区切って入力し、 入力された単語のいず

れかが存在する場合にそのページやクラスが検索される。例えば、 “微分積分” と入力した

場合、検索は “微分” または “積分” のいずれかの語が含まれるページやクラスが検索され

る。

検索を絞り込んで行いたい場合、例えば “行列” と “正規化” のいずれも含むページやク

ラスを検索したい時は、 “行列 $>$ 正規化” のように検索語を $>$ で区切る。 これにより $>$ の

左の語が存在するものを対象に、右の語の検索が行われる。
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これらの文法規則は、 それぞれ組み合わせて複数使用することも可能である。例えば、

“積分微分 $>$ 数値 $>$ 計算” は、 微分もしくは積分を含み、数値を含み、計算を含むページ

やクラスが検索される。

検索語に空白を使用したい場合は空白の変わりに; を使用する。例えば “Numerical Diffe
$\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{n}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathrm{a}\dot{\mathrm{t}}\mathrm{i}\mathrm{o}\mathrm{n}$” を検索したい時は “

$\mathrm{N}\mathrm{u}\mathrm{m}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{i}\mathrm{c}\mathrm{a}1;\mathrm{D}\mathrm{i}\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{n}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathrm{a}\mathrm{t}\mathrm{i}_{0}\mathrm{n}$

” となる。

5 まとめ

$\mathrm{N}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{N}\mathrm{U}\mathrm{M}\mathrm{P}\mathrm{A}\mathrm{C}$ を作成したことにより, NUMPAC のマニュアルのネッ トワーク上での

検索 / 閲覧環境を構築することができた. また, テストプログラムの実行を可能にしたこ

とにより, ユーザがサブルーチンの挙動を確認することができ, より使いやすいシステムに

な $D$ った.

今後の課題として, テストプログラムの実行環境がまだ全てのテストプログラムに関し

て可能になっていないので, これを完成させることが挙げられる. また NUMPAC のサブ

ルーチンを利用した利用者の作成したプログラムを WWW 上で実行可能になるような環境

を作成することを計画している.
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